
「ユネスコ創造都市ネットワーク（UCCN)」加盟後の取組み方針について

・4年毎の定期報告
・市民参加、教育、国際交流の実績
・他の都市への貢献・交流・協力への参加
・国内外の会議への出席
・他都市との協働事業
・職人派遣受け入れ等による国際協力

・創造都市ネットワーク推進室を設置
・文化県都推進課に加え、観光誘客課、和紙・打刃物・たんす課の職員を兼務とし、部局横断
的な取組みを推進

・創造都市の取組み推進のため、市創造都市推進協議会を５月１４日に発足

①伝統工芸の保存継承や振興に積極的に取り組んでいること
（越前鳥の子紙、千年未来工藝祭、創業支援、職人研修生受入、伝統産業振興施設の設置など）

②市民の文化活動が盛んであること
（武生国際音楽祭、源氏物語アカデミー、国際木版画協会、文化協議会活動等）

③長い歴史や豊かな文化があること
（越前萬歳、蓬莱祀、やんしき踊り、ごぼう講、ふるさと教育、手漉き和紙での卒業証書製作等）

④これらを活かした取組みについて将来性があること

加盟の意義

創造都市とは、
人のアイディアや創造力を活かして、

文化や芸術、デザイン、観光、市民活動などから、 新たな価値を生み出す都市
【目的】
まちの強みを活かし、全国・世界と繋がり、持続的な発展へ
・地域の強みを活かした持続可能なまちづくりの手段
・少子高齢化や人口減少でも、知恵と工夫で成長可能

地方都市でも独自の魅力で勝負
【効果】
・まちの魅力を高める（地域の強みを明確化）
・人と仕事を呼び込む（クリエーター、若者、起業が集まりやすくなり、観光や新産業
に繋がり、地域活性化へ）

・文化施策、産業施策、まちづくりが一体化
・市民の誇りと参加を高める（自分たちのまちを自分たちで）

越前打刃物
・産業デザイナーの参画（デザイン性向上）
・海外のシェフの使用によるブランド化
・海外への販路拡大（海外での新たな価値）

サンタフェ市
アメリカ（クラフト＆フォークアート分野）

・ネイティブアメリカンの工芸品と現代アート
の融合
・クリエイティブツーリズム（発想：新たな価値）
の提唱（旅行者が土地の創作活動を体験）
・世界の芸術家が集まる都市に成長
・芸術品市場は全米第２位

丹波篠山市
（クラフト＆フォークアート分野）

・伝統産業と食、農村の融合（発想：新たな価値）
・城下町まるごとホテル化
・観光客の増加
・定住人口（陶芸家など職人の増加）

創造都市ネットワーク推進室の設置

認定での評価ポイント

加盟都市としての責務

新
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な
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値
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庁内の総力を結集

伝統工芸と現代アートをクリエイティブツーリズムに

伝統工芸と農村文化、食の連携

海外での再評価

加盟により、世界と繋がり、アピールする「手段」と「機会」を得た。
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持続可能な経済の発展と循環

伝統工芸を中心に、文化芸術、デザイン、食文化などの創造性を活用し、地
域振興、観光・産業振興分野の課題解決や地域の活力向上につなげる。

今後の取り組み・目指す未来

前期（２０２６年度、２０２７年度）
UCCNの理念や目的を市民に広く共有し、産地・市民・民間事業者

が当事者として、意識を醸成する。
試行的な取組みや情報発信を積極的に進め、市民の理解促進を高

める。

後期（２０２８年度、２０２９年度）
前期で整えた基盤を基に、取組みを発展させる。
具体的な事業を実施し、発信力の強化、参画層の拡大、持続可能な

運営体制の確立する。
また、実施過程で得られた成果や課題を検証し、取組みの質を高

めながら、発展性と継続性を次期計画へ反映する。

人口減少の解決

雇用拡大に伴う定住人口拡大

文化とビジネスをつなぐ 文化と産業の連携

創造の担い手を育てる 産業（担い手育成）

世界をひきつける 観光（世界へ情報発信）

今後４年間の方針
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令和8年度当初予算

①伝統工芸の保存継承や振興 110,４50千円
・千年未来工藝祭 11,000千円
・越前鳥の子紙継承 ８,５00千円
・伝統工芸施設 78,950千円
・ものづくりフェスタ 12,000千円

②市民の文化活動 15,630千円
・武生国際音楽祭 3,400千円
・丹南アートフェスティバル 1,750千円
・今立現代美術紙展 1,000円
・源氏物語アカデミー 1,350千円
上記等14団体への活動補助

③長い歴史や豊かな文化 45,366千円
・文化財保護や調査 22,336千円1千円
・市史編さん 19,291千円 19,201千円
・文化施設の運営・管理 388,950千円
・ふるさと教育 5,578千円
・生涯学習 12,936千円

令和8年度6月補正予算

〈参考〉創造都市関連予算

③長い歴史や豊かな文化 ７３６千円
・かこさとし生誕100年×中央図書館開館20周年千円

※番号は1ページの認定評価ポイント番号に連動

④取組みの将来性 6,499千円
・創造都市推進事業千円

②市民の文化活動 2,249千円
・現代の寺子屋他千円

①伝統工芸の保存継承や振興 6,100千円
・書のセット開発円
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